
 

 

 少子高齢化の進行や地域や家庭におけるつながりの希薄化など、社会を取り巻く状況

は大きく変化しています。また、ひきこもりや虐待、災害時・緊急時の対応など、取り組

むべき社会的課題も様々です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

介護のこと、子育てのこと… 

誰に相談すればいいんだろう 
最近、地域の人との 

付き合いが減ってきた… 

災害時に避難 

できるか心配… 

総人口の減少とともに少子高齢化が進行しており、高齢化率と後期高齢

化率は、兵庫県内でも比較的高くなっています。また、グローバル化や新

型コロナウイルス感染症の拡大など、朝来市を取り巻く環境は大きく変化

しており、地域における課題の解決はより難しいものとなっています。 

朝来市でも… 

 こうした背景を踏まえ、朝来市では第３期計画の取組の成果や課

題、各種データ等を整理し、総合計画や他の福祉関連計画との整合

を図りながら、今後５年間（令和４年度～８年度）の地域福祉の方

向性を第４期朝来市地域福祉計画として取りまとめました。 

策定の背景と目的 

第４期 

朝来市地域福祉計画 

こ の概要 版に は音声 コード (ユニ ボイ ス )が印刷 され てい ます。  

ユ ニボイ スア プリな どを使用 して読 み取 ると、 内容を音 声で聞 くこ とがで きます。  

※ 印刷の 品質 や機種 によって は読み 取り に支障 がでる場 合があ りま す。  
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 統計データや各種アンケート調査、関係団体等意向調査の結果、これまでの地域福祉

に関する取組状況、国の動向等を踏まえ、朝来市における地域福祉の推進にあたっての

課題を５点に整理しました。 

 

● 支援を必要とする人の増加と複雑化・多様化する課題への対応 

● 地域のつながりの強化と地域・地域福祉への関心の向上 

● 地域活動への継続的な支援 

● 安心・安全の確保に向けた対応の強化 

● 情報発信の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

地域福祉の推進課題 

計画の基本方向 

人と人がつながり、誰もが居場所や役割を持ち、 

    安心していきいきと暮らすことができるまち 

第４期朝来市地域福祉計画の基本理念 

基本目標１ 地域福祉への理解と参加の促進 

施策の方向 

１－１ 啓発・広報活動の推進 

１－２ 福祉学習の推進 

１－３ 地域福祉を担う人材の発掘と育成  

 
■ 地域には様々な立場、価値観をもった人がいることを理解し、互いに尊重し合えるまち 

■ より多くの人が地域や地域福祉に興味をもち、地域活動や地域福祉の実践につなげられる

まち 

■ 地域活動への支援を通じて、地域活動の担い手が楽しく活動できるまち 

基本目標１でめざすまちの姿 

福祉講演会や福祉関連のイベント

等に積極的に参加しよう 

╲ 市民に期待される役割の例 ╱ 
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基本目標２ 支え合うことのできる地域づくり  

■ 地域で様々な世代・立場の人が交流できる機会・場があるまち 

■ 地域の身近なところで福祉課題について話し合う機会・場があるまち 

■ 様々な地域活動が活発に展開されているまち 

基本目標２でめざすまちの姿 

施策の方向 

２－１ 交流活動の推進       

２－２ 福祉課題を話し合う場づくり 

２－３ 地域における見守り・支援体制づくり   

２－４ ボランティア・ＮＰＯ活動等の推進 

２－５ 各種団体等の活動支援・ネットワークづくり 

２－６ 地域活動の拠点づくり  

 
基本目標３ 包括的な支援体制の構築  
■ 支援を必要とする人が、迅速に適切な支援につながるまち 

■ 困ったときの相談先がすぐに見つかるまち 

■ 困りごとを安心して相談できるまち 

基本目標３でめざすまちの姿 

施策の方向 

３－１ 支援を必要とする人の早期発見・対応の仕組みづくり 

３－２ 相談体制の充実 

３－３ ケアマネジメントの充実  

 
基本目標４ 安心・安全に暮らすことのできる地域づくり  

■ 誰もが必要な情報を得られるまち 

■ 誰もが必要な支援やサービスを安心して受けられるまち 

■ 誰もが移動や住まいに困らず、安心して暮らせるまち  

■ 災害時に助け合える仕組みや安心して避難できる場所が整っているまち 

■ 犯罪等に巻き込まれることなく、安全に暮らせるまち 

基本目標４でめざすまちの姿 

施策の方向 

４－１ 情報を届ける仕組みの充実 

４－２ 権利擁護の推進 

４－３ 福祉サービス等の質の向上 

４－４ 住みやすい生活環境の整備 

４－５ 災害時等の支援体制の強化 

４－６ 防犯活動の推進  

あいさつ、声かけ運動を 

積極的に実施しよう 

困りごとや不安なことは

抱えこまずに、相談窓口や

民生委員・児童委員等に気

軽に相談しよう 

地域が行う防災訓練や災害

ボランティアに参加しよう 
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本計画は、市民と行政、民間の福祉サービス事業者等が協働で取り組むものです。市民一

人一人をはじめ、地域で活動している各種団体、関係機関そして行政が、地域福祉の活動

を積極的に実践していくことが必要です。 

計画の進行管理は、保健福祉分野の他の事業計画等とも連携・整合を図りながら、計画

内容の点検・評価を行っていきます。中間年（令和６年度）には、中間評価を行い、その

内容を公表します。 

 

 

 

 

 

 

 

計画の推進に向けて 

Plan(計画の策定) 

●パブリックコメントの 

実施 

●５年ごとの改定 

Action(計画の見直し) 

●改善策の検討 

●新たな目標の設定 

Do(計画の実行) 

●各種施策の実行(地域住民・ 

事業者・行政が協働して 

実施) 

Check(計画の確認・評価) 

●目標の達成状況の確認・ 

施策内容の評価 

●公表 
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